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第5回第5回　中国産のスポーツカー中国産のスポーツカー

　◇「美人豹」に反響なし
　２００４年１月、中国初の自主ブランドスポーツカーが誕生
した。吉利汽車が生産開発した「美人豹」だ。美人豹の外観
設計はスポーツカー特有の形をしており、車体が低く、ボディー
は流れるような曲線。しかし、搭載されたのは１．３リットルエ
ンジンで、最大６０００ｒｐｍ。当時の価格は１２万９９００元
だった。関心が寄せられたが、自動車業界ではそれほどの反
響はなかった。
　資本、技術力の向上に伴い、国内メーカーは少しずつ自信
をつけ始めた。中国国内の自主ブランド車は、まだ成熟してい
るとは言えないが、高成長をしていることは確かだ。
　０６年の上半期、中国の乗用車市場は依然として合弁自動
車メーカーに占領されている中、奇瑞、吉利、夏利、比亜迪を中心とした国内の自主ブランドメーカーも
大いに発展している。今年の上半期では、中国の自主ブランド車の販売量は５１．３％の増加率に達し、
合弁自動車メーカーの３６．３％の増加率を上回っている。シェアも２５％に達した。

　◇ニューモデルで飛躍
　もちろん、各国内メーカーは現在のシェアに満足してお
らず、新たな拡大を探っている。そして、個性化の強いスポー
ツカーに目を向けた。スポーツカーの製造は高度の技術
が要求され、メーカーの実力を反映する。個性化を求め
る消費者のニーズに応え、ブランドのイメージアップを図
るため、国内の自動車メーカーは次 と々スポーツカーの研
究開発に取り組んでいる。
　０６年１０月、北京国際汽車展覧会で７、８社の国内メー
カーが最新開発したスポーツカーを展示した。例えば、海
馬スポーツカーのＳ１、華晨のＭ３、比亜迪Ｆ８、吉利の風
◆（こざとへんに急）、奇瑞風雲ＩＩ号ＣＯＵＰＥ、長豊ＵＵ

－ＣＴ３、哈飛賽豹Ｖなど。これら、展示されたスポーツカーは、外見の設計、搭載エンジン、内部設備、
どれを取っても最初に開発された「美人豹」よりも比べものにならないほど、良くなっている。
　東風スポーツカーのシャシーリフティング技術（低い車体を、操作で８センチ高くすることができる）、
中華Ｍ３の１．８Ｔエンジンのターボチャージ・テクノロジーなどハイテクを誇る。

　◇東風、２０万元で販売
　東風汽車は、今回展示したスポーツカーを０７年１月から市場販売する。華晨汽車も０７年末にＭ３の
市場販売を開始する。東風の販売予定価格は約２０万元。外資合弁自動車メーカーはスポーツカーを
製造しておらず、輸入の現代（韓国）のスポーツカーは中国で１９万－２２万元する。
　今回の北京国際汽車展覧会から、旧来のイメージを変える国内メーカーの意欲、そして技術向上の証
しである高技術のスポーツカー開発の決意が見てとれる。（北京事務所主任コンサルタント　陳　鴻建）




